
 



２.　⑧取付フックを⑥ステーに差込み、Ａ部を指で押さえながら⑩○丸ネジセットＭ６×４０にてしっかりと締付けてください。
　   　 注意　締付けの際は１ヶ所だけ一気に締付る事はせず、４ヶ所順番に均等なトルクで締付けてください。〔図-６〕
　　　　警告　電動ドライバーによる締付けは絶対に行わないでください。

３.　最後にキャリアを前後左右に揺すりガタツキ、
     ユルミが無いことを確認してください。
　　　 注意　ガタツキ、ユルミがある場合は再度取付
　　　　　　　 方法 に従って取付けを行ってください。 Ａ
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１.　キャリアの前後の取付け位置を維持しながら｢組立て方法５｣で仮止め状態にしている⑥ステーの押しボルトを再度
　　緩めて屋根のくぼみの角に⑦ヤネゴムの凸部を引っ掛かるように位置を合わせます。〔図-4-A〕
　　その時⑥ステーと①フロントフレームの左右の間隔が均等になっているかを確認してください。
　　確認後、押しボルトをしっかりと締付けてください。
　　※押しボルトを締付ける際は前後４ヶ所の脚の位置がズレないように注意してください。

左右の間隔が均等になっているかを確認

位置が決まったらしっかりと押しボルトを締付ける

図-４
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キ ャ リ ア の 取 付 け 位 置

取 付 け 方 法

注意　キャリアの取付け時は、必ず二人以上で行ってください。ルーフのキズやヘコミ、キャリアの破損の防止になります。！

！

３.  ②サイドフレームの中央穴に④キャップ付パイプの丸穴の凹面を上にして、下から⑭○丸ネジＭ６×４０、
　　⑰ゴムパッキン、⑯ナイロンワッシャー、⑫バネ座金Ｍ６、⑬六角ナットＭ６にてしっかりと固定します。〔図-２-A〕
　　締付けの目安はスパナで⑫バネ座金Ｍ６の口が閉じてから⑬六角ナットＭ６が９０度程度回るまで締付けてください。

４.  １で通した⑨サイドフレームクランプに⑤フレーム補強パイプを⑪○丸ネジ(短)Ｍ６×２０、⑫バネ座金Ｍ６、⑬六角ナットＭ６
　　にてしっかりと固定します。締付けの目安はスパナで⑫バネ座金Ｍ６の口が閉じてから⑬六角ナットＭ６が９０度程度回るまで
　　締付けてください。〔図-２〕

５.  ⑦ヤネゴムの向きに注意して⑥ステーへ組付け〔図-２-B〕⑥ステーに組付けてある押しボルトを緩めてから〔図-２-C〕
　　③メインフレームに差込み、押しボルトを手で軽く仮止めします。〔図-２〕
　　※押しボルトは屋根のキャリアを載せてから脚の幅調整を行う為、この段階では⑥ステーがスライドする程度に仮止めしてください。

注意　⑯ナイロンワッシャー、⑰ゴムパッキンは雨等での水の浸入を防ぎ、サビ発生の防止効果がある為必ず使用して
　　　　ください。〔図-２〕
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〔図-２-B〕

〔図-２-A〕

〔図-２-C〕

押しボルト
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１.　②サイドフレームに⑨サイドフレームクランプを通し、①フロントフレームに差込みます。〔図-1〕

組 立 て 方 法

注意　*キャリアの組立て時は滑り止め付軍手を使用してください。
　　　　*キャリアの組立て時にラチェットレンチを使用の場合は締め過ぎによりボルトやナットの破損の恐れがある為、締め過ぎには
　　　　*十分に注意して締付けてください。指示のない締付けの目安はバネ座金の口が閉じてから90度程度回るぐらいです。

！

3

3

3

2
15

15

15

16

12

13

13

16
12

2

9

1

２.  ①フロントフレームと②サイドフレーム、③メインフレームを②サイドフレームの前と後の穴に⑮○丸ネジＭ６×５５
　　⑯ナイロンワッシャー、⑫バネ座金Ｍ６、⑬六角ナットＭ６で共締めします。
　　締付けの目安はスパナで⑫バネ座金Ｍ６の口が閉じてから⑬六角ナットＭ６が９０度程度回るまで締付けてください。〔図-1〕
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図-１

ハイゼット・ピクシス
サンバー

トラックの場合

旧キャリィー・旧スクラム
トラックの場合

● 取付けを行う車両をご確認後、下記指定位置に従いキャリアを載せてください。
　　キャビン後端から指定位置の所にキャリアの⑥ステー(後側)の中心がくるようにキャリアを載せてください。〔図-３〕
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押しボルト

くぼみ

ヤネゴム凸部

屋根の角部分に⑦ヤネゴムの
凸部を引っ掛ける
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